
生成ＡＩを活用した小学校社会科授業開発

　本稿においては、小学校社会科において、生成 AI について、情報活用能力との関係や、利

点・欠点、プライバシーの扱い、子どもたちの議論を深化させたり、新たな視点を入れていく

等、その具体的活用について、子どもたちが適切に受け入れ、活用していく方法について検討

していく。

　なお、本授業で活用する生成 AI は、OpenAI 社の ChatGPT であり、教師用パソコン１台

で教師が ChatGPT を操作し、子どもたちに回答を見せていくという形で展開する。

　第４段階（第５時・第６時）では、以前学習した水産業の授業で子どもたちがこれからの日

本の漁業についてまとめ、子どもが考えた結果（1. 漁業で働く人を増やす。2. 機械化を進める）

について、教師が生成 AI に対して、子どもたちが考えたものを入力し、さらに深化するため

のポイントについてと、新しい視点についての質問を入力する。

　最後に生成 AI に子どもたちが考えた修正案をシミュレーションさせ、その結果や影響を提

示させ、子どもたちには自らのアイデアが実際にどのような結果をもたらすかを理解させてい

る。子どもたちの修正案のシミュレーションの、魚や海を守り育てるために、捕りすぎないよ

うにするでは、持続可能な漁業ができて、漁業の未来が守られる良い影響がある一方で、ルー

ルを守らない人がいると、海の環境が守れなくなるといった悪い影響が表れるという回答が出

た。これらのことにより本授業では、子どもたちに、生成 AI との対話の深堀りをさせながら、

自分たちの考えをより、深化させていることが分かった。
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１．はじめに

　近年におけるＡＩ技術は目まぐるしい進化を

遂げてきており、私たちの日常生活に急速に浸

透してきている。医療は劇的に進化し個別化さ

れた治療が可能になり、助けられる命が増えた

り、教育面ではＡＩがカスタマイズし、学習者

個々人の学習に適した教材を提供したり、教育

現場においても、例えば「学校だより」等の原

稿の添削に生成ＡＩを活用して、誤字脱字を修

正したり、アドバイスをもらったり、働き方改

革の革新的な存在にまでなってきている。

　令和５年７月に文部科学省から、生成ＡＩに
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ついて、学校関係者が活用の適否を判断する際

の参考資料として、「初等中等教育段階におけ

る生成ＡＩの利用に関する暫定的なガイドライ

ン」（以下ガイドライン）が公表された。一方、

学習指導要領では、学習の基盤となる資質・能

力として「情報活用能力」を位置づけ、新たな

技術である生成ＡＩをどのように使いこなすの

かという視点や、自分の考えを形成するのに活

かすといった視点も重要 1）としている。

　また、ChatGPT を含む生成ＡＩの活用や開

発、規制に関する国際的なルール作りを推進す

るため、G7 の関係閣僚が中心となり議論を行

う「広島ＡＩプロセス」2）が 2023 年 5 月に創

設され、国際的にも議論がなされ始めていると

ころである。

　このような時代に生きる子どもたちは、この

新たな技術についてどのように理解し、どのよ

うに活用していけばよいのか、検討していく必

要があるだろう。

　文部科学省ではこのガイドラインを踏まえ、

教育活動や校務において生成ＡＩの活用に取

り組む生成ＡＩパイロット校を全国で計 66 校

（2024 年：小学校 25 校、中学校 30 校、中等

教育学校 1 校、高等学校 10 校）指定し、「効

果的な教育実践の創出」を行うことで、今後の

更なる議論に資するよう、知見の備蓄を進めて

いるところである 3）。その中で、札幌市立中央

小学校では、「小学校段階における生成ＡＩを

活用した授業展開」として、6 年生の国語の季

節の言葉の授業において、生成ＡＩに生成させ

た秋の俳句を鑑賞し、子どもたちはその俳句の

感想の交流をしていく中で、俳句を批判的に読

み取って、どんなことに気を付けて俳句を作っ

ていけばよいのだろうか、人間らしく想像力を

働かせて「秋」という言葉を使わないで「秋」

らしさを表現してみるといった実践を行ってい

る 4）。また、パイロット校ではないものの、神

奈川県の洗足学園小学校では、3 年生の社会科

の授業「環境問題について調べよう」で、子ど

もたちが関心を持った日本の公害問題の特徴を

生成ＡＩで調べたり、画像生成ＡＩでプレゼン

テーション資料を作成することを通して、主

体的に発信する力を育てる授業を実践してい

る 5）。

　本稿では、小学校社会科において、生成ＡＩ

について、情報活用能力との関係や、利点や欠

点、プライバシーの扱い、子どもたちの議論を

深化させたり、新たな視点を入れていく等、そ

の具体的活用について、子どもたちが適切に受

け入れ、活用していく方法について検討してい

きたいと考える。

　なお、本授業で活用する生成ＡＩは、Open 
AI 社の Chat GPT である。Chat GPT を提供

する Open AI 社の利用規約によれば、Chat 
GPT の利用は 13 歳以上である必要があり、

18 歳未満の場合は保護者の許可が必要 6）であ

るとされており、Chat GPT を利用する場合

には、この利用規約を踏まえた対応が必要であ

ることが示されている。本授業では、教師用パ

ソコン１台で教師が Chat GPT を操作し、子

どもたちに回答を見せていくという形で展開す

る。

２．生成ＡＩを授業で活用するときに育成を図

るべき資質・能力

　小学校学習指導要領解説総則編（第 3 章第 2
節）によれば、情報活用能力は、以下のように

示されている。

　情報活用能力は、世の中の様々な事象を情報

とその結び付きとして捉え、情報及び情報技術

を適切かつ効果的に活用して、問題を発見・解

決したり自分の考えを形成したりしていくため

に必要な資質・能力である。
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　この中の「情報及び情報技術」を「生成Ａ

Ｉ」に置き換えて考えるならば、生成ＡＩも問

題解決や自分の考えの形成のための手段として

役立てられることが求められていると言えるだ

ろう。具体的には、表１「生成ＡＩを授業で活

用するときに育成を図るべき資質・能力」に示

したようなものにまとめられる。

表 1 　生成ＡＩを授業で活用するときに育成を図るべき資質・能力

知識及び技能

1. 生成 AI の基本操作力

・AI システムの機能や仕組みを理解し、基本的なコマンドやインターフェイスを使って AI と
対話する能力。特定の問いかけや指示も含まれる。

2. プロンプト作成力

・生成 AI に特定の情報を求める際に使用する効果的な質問や命令の形成能力。適切な言葉を選

ぶ技術が必要。

思考力

1. 論理的思考力

・生成 AI との対話における論理的思考力は、質問や応答を構築する際に、連続性と合理性をも

たせる能力。生成 AI に対して明確で論理的なプロンプトを提供するためには、子どもたちが

情報を整理し、一貫した思考を持つ必要がある。

2. 創造力

・生成 AI との対話を通して、新しいアイデアや解決策を生み出す能力。子どもたちが生成 AI
に質問する際に、独自の視点やアプローチを考える力が求められる。

3. 批判的思考力

・生成 AI から得られた情報や回答に独立した判断を下し、信憑性や価値を評価する能力。子ど

もたちは生成 AI の出力を分析し、理解し、疑問を持つプロセスを経る必要がある。

4. 洞察力

・生成 AI から提供されるデータや情報の背後にある意味やパターンを把握する能力。

5. 知識活用力

・入手した知識を新しい状況や課題に適用し、創造的な仕事において効果的に使う能力。その

ためには、問題解決力や批判的思考力も合わせて発揮することが重要。

6. 問題解決力

・生成 AI からの情報や知識を用いて、実際の課題や問題を解決するための計画・実行能力。子

どもたちは生成 AI の力を活用しつつ、独自の判断で解決策を見つけ出す能力を養う。

7. 目標達成力

・生成 AI との対話を通じて得た情報や知識をもとに、特定の目標に向かって計画を立て、努力

を続け、結果を達成する能力。子どもたちは、情報の収集、解釈、実行計画の立案、そして

目標への取り組みの一連のプロセスを学ぶ。

8. メタ認知力

・自分自身の認知プロセスや学習プロセスの特徴を俯瞰的に理解し、調整する能力。
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判断力

1. AI リテラシー

・AI リテラシーは、生成 AI の機能や制限を理解し、その結果を適切に評価・応用する能力。

子どもたちは、生成 AI のアルゴニズムの基本的な作動原理や倫理、信頼性などを学ぶことで、

生成 AI の提供する情報や知識に対して適切な判断を下すスキルを身に付ける。

2. ファクトチェック力

・生成 AI からの情報が正確かどうかを検証し、分析する能力。子どもたちは、情報の信憑性を

確かめる方法を学び、正しい知識と誤情報を区別するスキルを身に付ける。

3. 回答評価力

・生成 AI によって提供された情報や回答を、その質や適切性、偏りなどの観点から評価する能

力。子どもたちは、生成 AI の応答がなぜそのように生成されたのか、その背後にあるロジッ

クや偏りを理解し、批判的に評価する方法を学ぶ。

4. 自己評価力

・自らの行動や思考、生成 AI との対話の結果を振り返り、分析し、評価する能力。子どもたちは、

自己の学習プロセスや成果に対する理解を深めるとともに、次のステップへの改善点を見つ

け出す力を身に付ける。

5. 倫理的判断力

・生成 AI との対話や情報と知識の活用において、道徳的、倫理的な観点からの判断を行う能力。

子どもたちは、プライバシー、公正性、偏りなどの倫理的問題を理解し、生成 AI の使用にお

ける適切な行動や判断を身に付ける。

6. 修正改善力

・生成 AI によって出力された文章や情報を検討し、必要に応じて修正や改善を行う能力。子ど

もたちは、AI の回答が文脈に適切か、情報が正確かどうかを評価し、自分の意図や目的にあ

うように修正するスキルを身に付ける。

表現力

1. 作品制作力

・生成 AI を用いて独自の作品やプロジェクトを作り上げる能力。子どもたちは自分の考えや感

じたことを文章、画像、音楽などのメディアで表現し、オリジナルの作品を生み出す。

2. 対話深化力

・生成 AI との対話を深化させる能力と、生成 AI の回答を活用して子ども同士での対話を深化

させる能力。この力は、単に回答を得るのではなく、問いを深め、理解を広げ、批判的に考

えるプロセスを促進する。

3. 考察力

・生成 AI から得た情報や知識をもとに、分析し、反映し、理解を深める能力。子どもたちは、

生成 AI の回答を批判的に評価し、自身の意見や感想を形成し、それに基づいて更なる問いを

立てるプロセスを経ることが求められる。

4. 文章作成力

・生成 AI との対話から得た知識や洞察を整理し、明確に伝える文章を作成する能力。子どもた

ちは、AI からの回答を整理し、自分の意見を加えた文章を作成するスキルが求められる。

5. 総合表現力

・文章だけでなく、画像、音楽、音声、動画、グラフ、数式など複数の手段を組み合わせて、

自分の考えや意見を豊かに表現する能力。

6. プロンプト改善力

・生成 AI への問いかけで得られた回答を分析し、プロンプトを改良していく能力。

（田中博之『授業で使える！教師のための Chat GPT 活用術』学陽書房、2024 年、pp.100-106 より筆者引用・抜粋）
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　このような資質・能力は、各教科等の学びを

支える基盤であり、これらを確実に育んでいく

ためには、各教科等の特質に応じて適切な学習

場面で育成を図ることが重要であるとともに、

そうして育まれた資質・能力を発揮させること

により、各教科等における主体的・対話的で深

い学びへとつなげていくことがより一層期待さ

れるものである。

　例えば、小学校社会科で生成ＡＩの活用が考

えられる場面として、以下のようなものが挙げ

られる。

（田中博之『授業で使える！教師のための Chat GPT 活用術』学陽書房、2024 年、pp.158-159 より筆者引用・抜粋）

1. リサーチプロジェクト：児童が特定のテーマやトピックに関する情報を生成ＡＩから収集し、

プレゼン資料やレポートを作成する。

2. 歴史的人物との仮想的なインタビュー：歴史上の人物との仮想的なインタビューを行うシ

ミュレーションを体験させる。児童が事前に質問を考え、生成ＡＩから回答を得ることで、

歴史的な出来事を理解させることが出来る。「あなたは、徳川家康です。・・・・」

3. 3D マップの探索：地理の学習において、生成ＡＩを使って 3D の地形や都市の模型を生成し、

児童がそれを探索することで、地理的な理解を深める。

4. 社会問題の解決策の提案：現在の社会問題に対する解決策やアイデアを考えさせる。生成Ａ

Ｉは様々なデータや事例をもとに、児童のアイデアを補完する情報を提供する。

5. ディベートの準備：ディベートのトピックに関する情報や背景知識を収集し、効果的な議論

のための材料を整える。

３．単元構成について

　本稿では、小学校５年生において、５段階か

らなる授業を開発した。（表２を参照）

　まず第１段階は、ＡＩとは何だろう？（ＡＩ

技術、生成ＡＩ、ChatGPT）について理解す

ることを学習活動とし、人工的に作られた知能

を持つ実態であること、働き方改革の革新的な

存在であることを身に付けさせる。ＡＩ技術に

よる働き方改革について例えば、子どもたちが

好きな回転ずしの店で、日本で初めてＡＩを活

用したハマチ養殖に成功して「特大切りＡＩは

まち」を販売した事例について取り上げ、ＡＩ

技術を活用した養殖により、これまで養殖業で

最も手間のかかる餌やりを自動化したり、ＡＩ

が魚の食欲を画像解析することで必要な餌の量

や的確なタイミングで与えることで、生育ス

ピードを早めたり、餌のロスを減らすことが出

来たり、さらに、洋上に向かわずともスマート

フォンにより、リアルタイムで生け簀の状況を

確認、遠隔で餌を与えることが可能になったり

等することで、養殖業における労働環境の厳し

さを軽減、改善出来ていることを紹介する。そ

の他、山形大学の研究チームが、これまで 20
年間で 300 ものナスカの地上絵を発見してき

たが、この度ＡＩ技術を活用して半年間で 300
もの地上絵を発見し、今後も 500 もの地上絵

を発見する予定となっていることを紹介する。

　また、生成ＡＩに関して、たくさんの情報

から学習した関係を活用して、新たなアイデ

アを回答してくれるＡＩの一種であること、

ChatGPT に関しては、生成ＡＩの一種で、言

葉の生成に特化したもので、分からないことに

ついて質問したらすぐに回答してくれるものと

いうことについて理解させている。

　第２段階は、生成ＡＩを実際に教師による実

演で使用することを学習活動とし、教師による
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画像生成や、教師による文章生成の実演を行い、

最後に子どもたちに、生成ＡＩに聞いてみたい

ことについて聞いてみて、瞬時に色々なアイデ

アを生成し回答してくれるものであることを理

解させている。

　第３段階は、生成ＡＩの特徴について理解す

ることを学習活動とし、利点と欠点、プライバ

シーの扱い、正解のない答えについて考えて、

アイデアを回答してくれる等について理解させ

ている。

　ここでは生成ＡＩについて、子どもたちが知

りたいことを質問すると、瞬時に回答を得るこ

とが出来る等の利点と、学習していない情報は

回答することが出来ない等の欠点について理解

させている。また、メールアドレスや名前等の

個人情報を入力すると、見ず知らずの人に見ら

れてしまうといった危険がある等について理解

させる。（情報モラルは、情報社会における適切

な行動や判断をするための倫理観や価値観で、

例えば、プライバシーの問題等、多くの倫理的

問題が存在する。文部科学省のガイドラインに

よれば、情報モラルとは、「情報社会で適切な

活動を行うための基になる考え方と態度」と示

されており、ルールやマナーを守ること、誤っ

たものや危険なものがあること等６つの点に留

意して学習活動を強化することを示している）

　第４段階は、水産業の授業の続きとして、日

本の未来の水産業について、生成ＡＩを活用し

て共に考えることを学習活動とし、生成ＡＩを

活用して子どもたちの考えを、深化させたり、

足りない視点を見つけたり、議論を深めさせ、

最後は生成ＡＩに、子どもたちの修正案をシ

ミュレーションさせている。

　第５段階は、生成ＡＩとの関わり方について

考えることを学習活動とし、生成ＡＩと関わっ

ていく上で大切にすべきことについて考えさせ

ている。

単元の目標

1 知識及び技能

・身近な生活や社会を豊かにしているＡＩの

技術について理解する。

・生成ＡＩの特性、情報モラルについて理解

する。

表２　生成ＡＩを活用した小学校社会科単元構成（８時間）

展開 児童たちの学習活動 児童に身に付けさせたい知識、見方・考え方

第１段階

（1h）
〇ＡＩとは何だろう？

・ＡＩ技術について理解する。

・ＡＩ技術が働き方改革の革

新的な存在であることにつ

いて理解する。

・ＡＩ技術により革命的な発

見がされていることを理解

する。

・人工的に作られた、知能を持つ実態である。

・子どもたちが大好きな回転ずし屋で「特大

切りＡＩハマチ」が販売、ＡＩ技術を活用

した養殖により、養殖業においてこれまで

養殖業で最も手間のかかる餌やりを自動化

したり、養殖業における労働環境の厳しさ

を軽減、改善出来ていることを理解する。

・大学の研究グループが、これまでの 20 年間

でナスカの地上絵を 300 点あまり発見して

きたが、今回ＡＩ技術を用いて、半年間で

303 点ものナスカの地上絵を発見出来てい

る。今後約 500 点もの地上絵が発見される

見込みである。
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○生成ＡＩとは何だろう？

○ ChatGPT とは何だろう？

・すぐに色々なアイデアを生

成してくれるものであるこ

とや、与えた課題に対して、

新しいものを生み出してく

れることを理解する。

・たくさんの情報から学習した情報を活用し

て、新たなアイデアを生み出すＡＩの一種

である。

・小説や短歌・俳句、詩も作ってくれる。

・美術作品も作ってくれる（画像生成）。

・音楽の作曲など。

・生成ＡＩの一種で、言葉の生成に特化した

ものである。

・質問したらすぐにたくさんのアイデアを出

してくれる。

・人間のような会話をしてくれる。

・情報についてすぐに調べてくれる。

第２段階

（2h）
〇生成ＡＩを実際に使ってみ

よう。（教師による画像生成

の実演）

○生成ＡＩを実際に使ってみ

よう。（教師による文章生成

の実演）

・小説や短歌・俳句、詩の生

成をお願いしてみよう。

・生成ＡＩに聞いてみたいこ

とを聞いてみよう。

・「私たちのクラスのマスコットキャラクター

（特徴は・・・です）を作ってください」

と、生成ＡＩにお願いする。

・「心地よい眠りにつけるクリスマスに関する

小説を生成してください」

と、生成ＡＩにお願いする。

→「雪の中の約束」というタイトルで、瞬時

に 40 行にも及ぶ小説が生成される。

・「クリスマスに関する俳句を生成してくださ

い」と、生成ＡＩにお願いする。

→「雪降る夜　サンタの足音　遠く来る」

という俳句が瞬時に生成される。

・子どもたちが聞いてみたいことについて生

成ＡＩに自由に聞いてみる。

第３段階

（3・4h）
〇生成ＡＩの特徴について

・利点と欠点について理解す

る。

・情報モラルについて理解す

る。

・正解のない答えを考えて回

答してくれることを理解す

る。

・知りたいことを質問するとすぐに回答を得

ることが出来る。

・学習していない情報は回答することが出来

ない。

・計算ができない。

・年齢制限や利用条件を守る。

・個人情報を入力してはいけない。

・過度な依存は避ける。

・ある問題に対してどのように考えるか？ど

うしたら良いのだろう？という質問に対し

ていろいろなアイデアを出してくれる。

第４段階

（5・6h）
〇実際に授業で生成ＡＩを活

用してみよう。

・水産業の授業の続きとして、

日本の未来の水産業につい

て、生成ＡＩを活用して共

に考える。

・生成ＡＩを活用して、子どもたちが考えた

案を深化させたり、新たな視点を見つけた

り、案を修正した後、シミュレーションさ

せる。
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・生成ＡＩを安全、倫理的に活用する知識・

技能を身に付ける。

2 思考力、判断力、表現力等

・生成ＡＩの特性を理解した上で、身近な生

活や社会の中での生成ＡＩの活用のあり方

について考えることができる。

3 学びに向かう力、人間性等

・生成ＡＩとのより良い関係、活用の仕方に

ついて考えようとすることができる。

４．生成ＡＩを活用する指導過程

　本稿においては、ブレーンストーミング時に

おいて、実際に生成ＡＩを活用することとした。

ガイドラインの３．生成ＡＩの教育利用の方向

性の（２）生成ＡＩ活用の適否に関する暫定的

な考え方の１. 活用が考えられる例③では、「グ

ループの考えをまとめたり、アイデアを出す活

動の途中段階で、生徒同士で一定の議論やまと

めをした上で、足りない視点を見つけ議論を深

める目的で活用させること」と示されている。

このことは、子どもたち同士でブレーンストー

ミングを行い、ある一定の議論を経た後に、生

成ＡＩを活用し、アイデアを得た上で、議論を

深めさせるように示されている。

第５段階

（7h）
〇生成ＡＩとの関わり方につ

いて考えてみよう。

・生成ＡＩと関わっていく上で、大切にすべ

きことについて考える。

（筆者作成）

本時の展開

第３段階（第３時・第４時）

本時の目標： 生成ＡＩについて、実際に活用しながら、その特徴（利点と欠点、情報モラル）

について、また正解のない答えを考えて回答してくれることについて理解する。

学習活動（※網かけは児童たちの気づき） 生成ＡＩに対する問いかけと回答

１. 生成ＡＩに、実際にいろいろ聞いてみよう。
○人間らしい会話、親切で丁寧な回答をして

くれることを理解する。

○短時間で回答してくれることを理解する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

は、生成ＡＩに対する問いかけ

「　」は生成ＡＩからの回答

好きな食べ物は何ですか？

・「私は AI であり、感情や好みを持っていない

ため、食べ物を「好き」と感じることはあり

ません。しかし、様々な食べ物についての情

報やレシピを提供することは出来ますので、

興味のある料理や食材について教えていただ

ければ、その情報をお伝えします」

あなたは何歳ですか？

・「私は AI であり、年齢という概念をもってい

ません。私の基盤となる技術は、OpenAI に
よって開発され、2023 年までの情報を学習

しています。したがって、特定の年齢を持つ

ことはありませんが、常に最新の情報を提供

できるよう努めています。何か他に知りたい

ことがあれば、お気軽にお尋ねください」
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２. 今度は逆に生成ＡＩから質問してもらおう
○感情を持っていないと言っていたのにうれ

しいと言ってくれた。

○丁寧なアドバイスをしてくれることを理解

する。

３. 先生からも質問をしてみる

○いろいろなアイデアを提案してくれること

を理解する。

○幅広い知識を持っていることを理解する。

○特定の個人情報については提供されること

はないことを理解する。

・特定の個人情報（住所・氏名・電話番号等）

について入力してもいけないことを理解す

る。

○では、歴史上の人物についてはどうだろう？

私たちは福山の小学校の 5 年生ですが、何か

聞きたいことはありますか？

・「福山の小学校の 5 年生の皆さん、こんにち

は！質問をしていただけるのは嬉しいです。

皆さんが興味を持っていることや、学んでい

ることについて教えていただければ、私もそ

れに関連する質問を考えることができます。

例えば、好きな教科や趣味、将来の夢などに

ついてお話してみませんか？何か特別に知り

たいことがあれば、ぜひ教えてください！」

私は将来、野球選手になりたいです。どうし

たらカープの選手になれますか？

・「1. 基礎をしっかり学ぶ　2. チームに参加す

る　3. 体力をつける　4. 高校野球を目ざす

5. スカウトに注目される　6. 努力を続ける

夢をもって努力することは素晴らしいことで

す。何か他に知りたいことがあれば、遠慮な

く聞いてください」

福山市内でおすすめの遠足の場所を教えてく

ださい

・「1. 福山城 2. 福山市立動物園 3. 鞆の浦 4. 神
辺町の古民家 5. 福山バラ公園」

鞆の浦の歴史について教えてください

・古代から中世～現代まで、鞆の浦が瀬戸内海

の要所として栄え、発展してきた歴史につい

て、詳細な回答あり。

福山市立水呑小学校の川上秀和先生について

教えてください

・「申し訳ありませんが、特定の個人に関する

情報は提供出来ません。川上秀和先生につい

ての詳細な情報が必要な場合は、福山市立水

呑小学校の公式ウェブサイトや学校に直接お

問い合わせいただくことをお勧めします」

徳川家康について教えてください

・徳川家康についての生涯、業績について４項

目・10 行にわたり回答。

今年（2024 年）のパリオリンピックで日本は

いくつの金メダルを取りましたか？

・「私の知識は、2023 年 10 月までのものであり、

2024 年のイベントの結果はまだ分かりませ

ん。最新の情報は、公式のオリンピックウェ

ブサイトやニュースメディアを通じてご確認

ください」
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しい言葉づかい、親切で丁寧な回答をしてくれ

る、短時間で答えてくれることについて理解さ

せている。自分の悩みにも、丁寧でくわしいア

ドバイスをしてくれたり、学校行事のアイデア

や、地元の歴史についてもすぐに答えてくれる

といった利点について、理解させている。一方、

個人情報は答えることが出来ないことや、最近

の情報については事実でなかったりといった欠

点についても理解させている。最後に、社会的

な問題についてその解決案について、いくつか

のアイデアを答えてくれることについて、理解

させている。 

本時の展開

　第４段階（第５時・第６時）

　本時の目標：すでに学習した水産業における正解のない問題（魚や海を守り育てるために、どの

ような取り組みがあるでしょうか？）について生成ＡＩと共に考える。

　グループ学習時において、生成ＡＩを活用して、子どもたちの案を深化させたり、新たな視点を

提供してもらえることで、議論を深めることができる。最後は、生成ＡＩに子どもたちの修正案を

シミュレーションしてもらい、良い影響、悪い影響を示してもらう。

　第４段階（第５時・第６時）では、以前学習した水産業の授業で子どもたちがこれからの日本の

漁業についてまとめ、子どもが考えた結果（1.漁業で働く人を増やす。2.機械化を進める）について、

教師が生成ＡＩに対して、子どもたちが考えたものを入力し、さらに深化するためのポイントにつ

いてと、新しい視点についての質問を入力する。

　生成ＡＩからの深化するためのポイントの 1. の回答は、「1. 漁業で働く人を増やすためには、漁

　つまり、生成ＡＩを、協働的に問いを探究す

るために活用し、情報の収集や多様な考えの意

見交換を可能にする「新たな授業スタイル」の

ために活用することとし、それは、子どもたちを

学習の中心に据え、子どもたちの考えを深める

ことが出来るツールとして活用することにした。 
　第３段階（第３時・第４次）においては、ま

ず、生成ＡＩに実際にいろいろ聞いてみようと

いうことで、生成ＡＩに対して子どもたちが自

由に聞いてみたいこと（例えば、好きな食べ物

や年齢、逆に生成ＡＩから私たちに聞いてみた

いことについて）を教師が打ちこんでいく。

　そこで、子どもたちは、生成ＡＩが、人間ら

○最近の情報については回答出来ないことを

理解する。

○正解のない答えを考えてくれることを理解

する。

今の総理大臣は誰ですか

・「現在の日本の総理大臣は岸田文雄（きしだ

ふみお）さんです。彼は 2021 年 10 月 4 日

に自民党総裁に選ばれました」

　

地球温暖化はどうしたら解決できますか？

・「1. 再生可能エネルギー（化石燃料に依存せ

ず、太陽光、風力、水力、地熱等）を利用す

ることで CO ₂の排出を減らすことが出来る。

2. 省エネルギーの推進　3. 森林保護と植林

4. 持続可能な農業と漁業　5. 国際協力と政

策」

（筆者作成）
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学習活動 生成ＡＩに対する問いかけと回答

〇水産業の授業で、これからの日本の漁業

についてまとめ、考えましたね。どのよ

うなものでしたか。（以下の 1. と 2. は、

東京書籍の教科書から抜粋したもの）

1. わたしは、漁業で働く人を増やすくふう

をしていかなくてはいけないと思います。

調べてみると、漁業の体験イベントをし

たり、都会の人に漁業をしませんかと呼

びかけたりしていることを知りました。

より多くの人が興味をもって参加してほ

しいと思いました。

2. 漁業はこれからどんどん機械化が進んで

いくと思います。もっと早く魚の群れを

見つける機械ができれば、たくさんの魚

がとれるのではないでしょうか。新鮮な

まま魚を運ぶ容器やトラックの開発が進

めば、よりおいしい魚を消費者にとどけ

ることができると思います。

〇子どもたちが立てた 1. と 2. の案をもとに

生成ＡＩに、関連する新しい視点や深化

するための質問を教師が行う。

は、生成ＡＩに対する問いかけ

「　」は生成ＡＩからの回答

子どもたちが考えたもの（1 と 2 を教師が打ち

こむ）をさらに深めるためのポイントを教えて

ください。小学校５年生に分かりやすく説明し

てください。

「素晴らしい意見ですね！２つの考えをさらに

深めるためのポイントをお伝えします。まず、

それぞれの考えに対して、もう少し広い視点

や具体的なアイデアを加えると、より豊かな

考えが生まれると思います。

1. 漁業で働く人を増やすために

最初の意見は、漁業をやってみたい人を増や

すために、いろいろな方法で漁業に興味を持っ

てもらうことですね。これをもっと深めるた

めには、こんなことが考えられます。

ａ . 漁業の楽しさを広める

漁業は大変な仕事だけど、海で働くことはと

ても面白いし、自然と触れ合えるいい仕事だ

よ！だから、漁業の楽しさや魅力をもっと伝

える方法を考えるといいね。例えば漁業体験

イベントをもっとたくさん開いたり、SNS（イ

ンターネットで使う写真や動画を投稿する場

所）で漁業をやっている様子を紹介したりし

て、みんなが「漁業ってかっこいい！」って

思えるようにするんだ。

ｂ . みんなが始めやすくする

漁業を始めたい人がすぐにできるように、漁

業のやり方や、どこで学べるかを教えてあげ

ることも大切だよ。例えば、漁業を学べる学

校やオンラインの授業を作るとか、漁業に必
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〇新たな視点の提案を求める

要な道具や船の使い方を教える先生を増やす

ことが考えられるね。

2. 漁業の機械化と新しい技術

２人目の意見は、漁業がもっと機械を使って

効率的にできるようにすることだね。これを

もっと深めるためには、こんなことを考えて

みよう。

ａ . 魚をもっと早く見つける方法

漁師さんたちは、魚の群れを見つけるのに時

間がかかることがあるんだ。そこで、最新の

技術を使うことで、もっと早く魚を見つけら

れるかもしれないんだ。例えば、人工知能（Ａ

Ｉ）やコンピュータを使って、どこに魚がた

くさんいるかを予測したり、ドローンという

飛ぶロボットを使って空から魚を探すことが

出来るんだ。

ｂ . 鮮度を保つ技術を使う

魚を捕まえた後、新鮮なまま消費者に届ける

ことも大事だよね。だから、冷蔵庫や冷凍庫

をもっと便利に使えるようにして、魚が新鮮

な状態でお店に届くようにする方法を考える

といいよ。例えば、魚をもっと長い時間新鮮

に保てる特別な袋や箱を作ることができるか

もしれない。

ｃ . 環境を守ることも大切

新しい機械を使うことで漁業がもっと効率的

にできるようになるけど、海の環境にも優し

い方法を考えることが大切だよ。例えば、機

械を使って魚を捕まえる方法が、海の中の動

物や植物を傷つけないように工夫することが

必要だよね。みんなが海を大切にすることで、

次の世代も魚を捕れるようになるんだ」　

さらに、この 2 つの案以外の新たな視点として

考えられることはありますか？小学５年生に分

かりやすく説明してください。

「もちろんです。この２つの意見に加えて、漁

業について考えられる新たな視点をいくつか

紹介します。漁業をさらに良くするためには、

いろいろな視点から考えることが大切です。

以下のアイデアも参考にしてみてください。

１. 漁業の環境保護と持続可能性（海を守ること）

新しいアイデア：漁業をする時、ただ魚を捕

るだけではなく、海の環境も守らないといけ

ません。もし海が汚れてしまうと、魚も減っ

てしまうから、魚がたくさん育つように海を

大切にしながら漁をすることが大切です。

どうやって守るの？：漁の量を決める。漁の

場所を決める。

なぜ大事なの？：もし海が汚れたり、魚をと
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〇では、異なる立場の人たちはどのように

考えているのだろう？

・養しょく業に関わっている人

・遠洋漁業に関わっている人

・漁業協同組合の人

〇養しょく業に従事している人は、どのよ

うに考えているのだろう？

生成ＡＩに、それぞれの人たちになって

もらって、意見をもらおう

りすぎたりしたら、次の世代（将来の人たち）

が魚を捕れなくなってしまうから、今から海

を守ることが大切です。

２. 漁業の地域経済の活性化（地域を元気にする）

新しいアイデア：漁業を元気にすると、その

地域（町や村）全体も元気になります。漁師

さんたちがもっとよく仕事をして、地域の人々

が幸せになれるように工夫します。

どうやって地域を元気にする？：地域の魚を

みんなに知ってもらう。漁業と観光を一緒に

する。

なぜ大事なの？：漁業が元気だと、その地域

で働く人が増えたり、お店がもっとにぎやか

になったりして、街全体が元気になるからで

す。

３. 海のゴミを減らす

新しいアイデア：海のゴミが増えてしまうと、

魚が住みにくくなってしまいます。漁師さん

たちも、漁をしている間に海のゴミを拾った

り、ゴミを減らす方法を考えたりすることが

大切です。

どうやってゴミを減らすの？：海のゴミを拾

う活動。プラスチックを減らす。

なぜ大事なの？：海のゴミは魚を傷つけるこ

とがあるので、ゴミを減らすことで、魚たち

が元気に育つことができるようになります。

４. 漁業の効率を良くする（もっと便利にする）

新しいアイデア：漁業をもっと効率よくでき

るように、最新の技術を使って、漁がしやすく、

魚が新鮮なまま届けられるようにすることが

大切です。

どうやって効率を良くするの？：自動で魚を

捕まえる機械を使う。新鮮な魚を保つ技術。

なぜ大切なの？：漁業が効率的にできるよう

になると、魚を無駄に捕らず、もっと早く、

そして新鮮に届けることができるので、消費

者も喜ぶし、漁師さんたちにも楽になるから

です」

水産業（養しょく業・遠洋漁業・漁業協同組合）

に関わっている人たちは、どのように未来の

水産業について、考えているのだろうか？

あなたは、養しょく業に従事している人です。

魚や海を守り育てるために、どのように考えて

いますか？小学５年生に分かりやすく説明して

ください

「1. 環境を守る（養しょくというのは、海の中で

魚を育てることなんだけど、そのときに海を

汚したりしないように気を付けることが大切
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　 だよ。例えば魚が住んでいる水がきれいでな

いと、海の生き物たちにもよくないから、水

をきれいに保つようにするんだ）

2. 新しい技術を使う（最近は、もっと環境にや

さしい方法ができるようになってきたんだ。

例えば、「閉鎖型養しょく（へいさがたようしょ

く）」といって海水を使わずに、特別な設備の

中で魚を育てることができるんだ、海を汚さ

ずに魚を育てられるんだよ）

3. みんなで考えよう（養しょくをする人だけで

なく、私たち消費者（しょうひしゃ）も大事

な役割があるんだ。例えば、スーパーで売ら

れている魚がどんな方法で育てられたかを考

えて、「環境にやさしい方法で育てられた魚」

を選ぶことで、海を守る手助けができるんだ

よ）

4. 地域の人と一緒に守る（地域の人たちとも協

力しながら、海を守る活動をすることが大切

だよ。例えばゴミを拾ったり、海をきれいに

保つための活動に参加したりすることで、み

んなで海を守ることができるんだ）

まとめ

養しょく業は、ただ魚を育てるだけでなく、

海の環境を守ったり、他の生き物たちと共存

したりすることが大事なんだよ。みんなで協

力して、海を大切にしながらこれからもおい

しい魚を育てていけるようにしようね！」

あなたは、遠洋漁業に従事している人です。魚

や海を守り育てるために、どのように考えてい

ますか？小学校５年生に分かりやすく説明して

ください。

「1.魚を捕りすぎないようにする（魚を捕る時に、

あまりにたくさん捕ってしまうと、魚の数が

減ってしまうよね。魚が減りすぎると、海の

バランスが崩れてしまうんだ。だから、どれ

位魚を捕ってもいいかは、毎年決まっている

んだよ。これを「漁獲枠（ぎょかくわく）」と

言って、捕ってもいい魚の量が決められてい

るんだ。これによって魚が減らないように守っ

ているんだ）

2. いらない魚を捕らないようにする（漁をする

ときに使う「網（あみ）」や「釣り針」で、必

要ない魚も一緒に捕ってしまうことがあるん

だ。例えば、小さな魚や捕ってはいけない種

類の魚も一緒に捕ってしまうことがあるんだ

よ。だから、網や釣り針を工夫して、無駄に

捕らないようにしているんだ。これを「持続

可能な漁業（じぞくかのうなぎょぎょう）と

言って、海の生き物たちを守りながら魚を捕

〇遠洋漁業に従事している人は、どのよう

に考えているのだろう？
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　 る方法なんだよ）

3. 海のルールを守る（遠い海に出て漁をする時、

世界中のいろいろな国が協力して、海を守る

ためのルールを決めているんだ。例えば、ど

の場所で漁をしていいか、いつ漁をしていい

か、どんな魚を捕っていいかが決められてい

るんだ。これを守ることで、海の中の生き物

たちが減らないようにしているんだよ。もし

みんながルールを守らなかったら、海の生き

物たちが危なくなってしまうから、ルールを

守ることがすごく大事なんだ）

4. 海を汚さない（漁をしている時に、海にゴミ

や油を流さないように気をつけることがとて

も大事なんだ。もし海が汚れたら、魚たちが

住む場所がなくなってしまうから、きれいな

海を守ることが大切なんだよ。船を掃除した

り、ゴミが出ないようにしたりして、海を汚

さないように気をつけているんだ）

5. 次の世代のために（魚を捕ることは、今の人

たちだけのためではなくて、未来の人たちの

ためにも大切なことなんだ。もし今、魚を取

りすぎてしまうと、未来に魚がいなくなって

しまうかもしれないよね。だから、今のうち

から海を守って、魚たちを育てる方法を考え

ながら漁をしているんだ）

まとめ

遠洋漁業をする人たちは、魚や海を守りなが

ら漁をするために、いろんな工夫をしている

んだよ。魚の数を減らさないようにしたり、

いらない魚を捕らないようにしたり、海を汚

さないように気をつけたりすることが大切な

んだ。そして、未来のために、みんなで協力

して海を守っていかなければならないんだよ」

あなたは、漁業協同組合の人です。魚や海を守

り育てるために、どのように考えていますか？

小学校５年生に分かりやすく説明してくださ

い。

「1. 魚の数を減らさないようにする（魚を捕る

量を増やしすぎると、海の中の魚が足りなく

なってしまうよね。これを「過剰漁獲（かじょ

うぎょかく）」って言うんだけど、魚が減りす

ぎないようにするために、漁業協同組合では、

どれくらい魚を捕ってもいいかを決めている

んだ。例えば、「今この魚はたくさんいるから

少しだけ捕ってもいい」「今は捕らないで育て

ておこう」といったルールを決めて、みんな

で守っているんだよ）

2.魚を育てるために放流（ほうりゅう）をする（漁

業協同組合では、漁をして魚を捕るだけでな

〇漁業協同組合の人たちは、どのように考

えているのだろう？
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　 く、海の中の魚を育てるために「放流（ほうりゅ

う）」ということもしているんだ。放流ってい

うのは、まだ小さな魚や、育てた魚を海に戻

して、また増やしていくことなんだよ。これ

をすることで、次に漁をするときに、またた

くさんの魚を捕ることが出来るんだ。）

3. 魚を無駄にしないようにする（漁師さんたち

は、捕った魚を無駄にしないように大切に扱っ

ているんだ。例えば、必要ない魚がかかって

しまった場合は、すぐに海に戻すようにして、

死んでしまわないように気をつけているんだ

よ。そうすることで、魚を無駄にせず、海の

生き物たちがまた元気に育つことができるん

だ）

4. 海をきれいに保つ（海を汚さないようにする

ことも大切な仕事だよ。漁業協同組合では、漁

をする時に出るゴミや油が海に流れないよう

に気をつけているんだ。船からゴミを捨てな

いようにしたり、もしゴミが海に入ってしまっ

たら、すぐに拾って戻すようにしているんだ。

海がきれいでないと、魚たちが住みにくくなっ

てしまうから、海を守ることがとても大事な

んだよ）

5. 持続可能な漁業（じぞくかのうなぎょぎょう）

を目ざす（持続可能（じぞくかのう）ってい

うのは、「未来に向けて続けられる」という意

味だよ。漁業協同組合では、今だけじゃなくて、

これからもずっと魚を捕ることができるよう

に、持続可能な漁業を目ざしているんだ。こ

れをするためには、魚を捕りすぎないように

したり、海を汚さないようにしたり、未来の

ために漁業を続けることが大切なんだ）

まとめ

漁業協同組合の人たちは、魚や海を守るため

にたくさんの工夫をしているんだ。魚を捕り

すぎないようにしたり、魚を育てるために海

に戻したり、海を汚さないように気をつけた

りして、みんなで協力して海を守っているん

だよ。未来のために、みんなが大切に守り育

てていかなくちゃいけないんだね！こうして、

漁業協同組合の仕事は、魚を捕るだけじゃな

くて、海を守り育てるためにもとても大切な

ことなんだよ！」

○漁業で働く人を増やすためには、漁業の楽し

さを広め、みんなが始めやすくすることです。

漁業を効率的にするためには、魚を早く見つ

けることの出来る機械を使ったり、鮮度を保

つ新しい技術が必要です。

魚や海を守り育てるためには、魚を捕りすぎ

◎児童は、生成ＡＩが出した答えをもとに、

魚や海を守り育てるためにどのように考

えるのかについて意見をまとめる。

〇これまでの意見をもとに、子どもたちが

修正案を提示する。
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（筆者作成）

（教師が子どもたちの修正案を生成ＡＩに打ち込み、生成ＡＩが生成したものを表にしたもの）

取り組み どうして大事なのか？ 良い影響 悪い影響

１. 漁業の楽しさ
を広め、みん
なが始めやす
くする

・漁業に興味を持つ人
が増えると、漁師さ
んが足りなくなるこ
とを防げるし、漁業
がもっと楽しくなり
ます。みんなが参加
しやすいようにする
ためには、漁業体験
イベントを開催した
り、漁師の仕事を知っ
てもらうことが大事
です。

・漁業を始める人が増え
るから、漁業がもっと
続けられるようになる。

・漁師さんの後を継ぐ人
が増えるので、漁業の
未来が守れる。

・地元の経済が元気にな
る。観光と一緒に漁業
を楽しめるようになる
かもしれません。

・始めたばかりの人
は、最初はうまくで
きないかもしれない
から、教えるサポー
トが必要です。

２. 漁業を効率的
にするために
新しい機械や
技術を使う

・漁師さんがもっと簡
単に魚を見つけたり、
捕った魚を長持ちさ
せるための技術を使
うことで、漁業がもっ
と効率的に、うまく
いくようになります。
例えば、魚を見つけ
る機械や、魚の鮮度
を保つ技術を使うと、
もっとたくさんの魚
を新鮮なままで届け
られます。

・鮮度を保つ技術を使え
ば、おいしい魚を消費
者に届けやすくなる。

・漁師さんたちの仕事が
楽になるかもしれませ
ん。

・新しい技術を使うに
はお金がかかるの
で、特に小さな漁業
者には負担が大きく
なるかもしれませ
ん。

・その新しい技術を使
いこなすには、少し
勉強が必要です。

３. 魚や海を守り
育てるために、
捕りすぎない
ようにする

・海の魚を守るために
は、捕りすぎないよ
うにすることが大切
です。例えば、魚の
産卵時期には捕らな
いようにしたりする
ことが必要です。ま
た、海をきれいに保
つことも大切で、ゴ
ミが海に流れないよ
うに気を付けなけれ
ばいけません。

・魚が十分に育つ時間を
守ることで、将来もっ
と多くの魚が捕れるよ
うになる。

・海の中の環境が良くな
り、他の動植物も元気
に育つようになる。

・持続可能な漁業ができ
て、漁業の未来が守ら
れる。

・しばらく魚を捕らな
いようにすること
で、収入が減るかも
しれません。

・もし漁師さんの中で
ルールを守らない人
がいると、海の環境
が守れなくなってし
まう。

表３　シミュレーション結果まとめ

　 て魚の数を減らさないようにしたり、魚を育

てるために海に戻したり、未来のためにもみ

んなで協力して海を汚さないように海の環境

をきれいに保つことが大事です。

改善案のシミュレーション

〇生成ＡＩは、子どもたちが考えた修正案をシ

ミュレーションし、その結果や影響を提示する

ことが出来る。子どもたちは自らのアイデアが

実際にどのような結果をもたらすかを確認する

ことが出来る。

欄外の「シミュレーション結果まとめを参照」
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業の楽しさや魅力を広めて、みんなが始めやす

くすることが大切」という、漁業で働く人を増

やす工夫について、2. の回答は、「2. 機械を使っ

て漁業を効率的にするためには、新しい技術で

魚を早く見つけたり、鮮度をたもったりする方

法を考えつつ、海を守ることも忘れないように

すること」という、漁業を効率的にするための

工夫と海を守ることだった。

　さらに、この２つの考えに対する新しい視点

についての質問をすると、海を守ること、地域

を元気にすること、海のゴミを減らすこと、効

率的な漁業を目ざすこと、だった。

　次に教師が、異なる立場の人たち（養しょく

業、遠洋漁業、漁業協力組合）はどのように考

えているのだろうとして、生成ＡＩにそれぞれ

の人たちになってもらって意見をいただく。子

どもたちは、これらの生成ＡＩが出した答えを

もとに、魚や海を守り育てるためにどのように

考えるのかについて、意見をまとめる。

　最後に、生成ＡＩに子どもたちが考えた修正

案をシミュレーションさせ、その結果や影響を

提示させ、子どもたちには自らのアイデアが実

際にどのような結果をもたらすかを理解させて

いる。子どもたちの修正案のシミュレーション

の、３. 魚や海を守り育てるために、捕りすぎ

ないようにするでは、持続可能な漁業ができて、

漁業の未来が守られる良い影響がある一方で、

ルールを守らない人がいると、海の環境が守れ

なくなるといった悪い影響が表れるという回答

が出た。（詳しくは、表３シミュレーション結

果まとめを参照）

　本授業では、子どもたちに、生成ＡＩとの対

話の深堀りをさせながら、自分たちの考えをよ

り、深化させている。

（筆者作成）

本時の展開

　第５段階（第７時）

　本時の目標：生成ＡＩと関わっていく上で、大切にすべきことについて考える。

学習活動 児童に身に付けさせたい知識、見方・考え方

〇生成ＡＩとの関わり方についてまとめ

てみよう。また、大切にすべきことは

何か考えてみよう。

〇いろいろな情報をたくさん持っている。

・問題を解決するアイデアをたくさん持っている。

・最新の情報や計算が出来ない欠点もある。

・間違えを生成することもある。

・情報モラル（利用制限を守る、個人情報は入力

しない等）について気を付けなければならない。

・生成ＡＩに依存してはいけない。

・生成ＡＩの考えも取り入れながら、最後は自分

たちで考える。

・正解のない答えについて、生成ＡＩと一緒になっ

て考えていく。

○これから社会科で、生成ＡＩを、ど

ういうところで活用していきたいです

か？

・徳川家康、織田信長等の歴史的偉人を登場させ、

歴史的な議論をする。

・これからも、いろいろな社会的問題について、

一緒に考える。
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 　第５段階（第７次）では、生成ＡＩとの関

わりについて、これまで学習してきたことのま

とめをし、生成ＡＩに全てを頼らずに、最後は

自分たちで考える等、大切にすべきことは何な

のか、それから、今後社会科で生成ＡＩをどう

いうところで活用していきたいかを考えさせて

終結としている。

 
５．生成ＡＩを活用する時の留意点

　生成ＡＩを活用する時、留意しなければなら

ない視点として、「生成ＡＩが生成する誤りを

含む回答を教材として使用し、その性質や限界

を子どもたちに気付かせること」についてが挙

げられるが、小学校段階では、問いに対する生

成ＡＩの回答を児童に示し、「ＡＩはこう言っ

ているけれど、みんなはどう思う？」と問いか

けることが考えられるが、「ファクトチェック

（情報の正確性・妥当性の検証）」は、ユーザー

に一定以上の知見がなければ生成ＡＩが示した

情報の正誤を見極めることが出来ないため、小

学生には難しいと言えるだろう。しかし、生成

ＡＩの回答を題材として「ファクトチェックそ

のもの」を学ぶことで、情報源を評価すること

を経験させることが出来るだろう。

　加えて、生成ＡＩに頼りすぎてはいけない

等、生成ＡＩに依存してしまうことや、いつも

生成ＡＩが正しい回答を示すとは限らず誤った

フィードバック（ハルシネーション）を起こ

してしまうこともある等これらは、今後 Chat 
GPT を含む生成ＡＩを活用していく時の留意

点になるだろう。

６．生成 AIを活用するということ－「正解のな

い問題」について生成ＡＩと共に考える－

　石川氏 6）によれば、生成ＡＩが、生産性の向

上、想像力や創造性の発揮を助けるパートナー

となるかは、ユーザー次第ということを述べて

いる。それは、何かしら「問い」、「問題意識」

のある人にとっては、生成ＡＩは頼れるパート

ナーとなるということである。例えば、「こう

いう情報が欲しい」という要望ではなく、「こ

ういうことを実現するには、どうしたらいいの

だろうか？」という「問い」がある人にとって

は、生成ＡＩは格好の「アイデアの壁打ち相手」

になるという。

　つまり、「生成ＡＩを使って思考力や想像力、

創造性を発揮し、生産性を向上できる人」と、「生

成ＡＩに取って代わられてしまう人」とでは、

大きく明暗が分かれる世の中になるということ

である。生成ＡＩの登場は、教育界において決

して脅威ではなく、使い方次第では、子どもの

思考力や想像力、創造性を育む好機であるし、

問題意識を持って生成ＡＩを使いこなせる「思

考力」を育んでいくことが、これからの教育の

最大のテーマとなっていくであろう。

　続けて石川氏は、ここで大事な視点になるも

のが、高次思考的な生成ＡＩの活用の仕方であ

ると述べている。「高次思考」とは、「正解のな

い問い」について考えることである。例えば、「先

の第二次世界大戦は、いつ、いかなるきっかけ

で起こったのか？」という問いには明確な正解

がある。しかし、「戦争の是非とは？」「世界か

ら戦争をなくす方法はないのか？」といった問

いには、価値観や立場によって異なる意見があ

りうるので、絶対的な正解はないだろう。実際、

実社会においては、「正解のない問い」につい

て考えなくてはならない局面が数多あり、例え

ば「どんな商品が売れるのか？」や、「何をし

て生きていくのか？」といった問いまで、ほと

んどの問いには正解がないと言っても過言では

ないだろう。

　このように実社会では、「すでにある正解を

出す力」よりも、「正解のない問いについて自

ら考え、自分なりの正解を導く力」の方が重要
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視されてきている。

　つまり、今後は高次思考的な生成ＡＩの活用

を考えていかなければならないだろう。

　ここで石川氏は、高次思考的な生成ＡＩの活

用の仕方を成功させる条件として、以下の３点

を挙げている。

　条件１として、授業を主導する教師自身が高

次思考が出来ること。

　条件２として、子どもに「考える技法」を授

けること。

　条件３として、教師が適切な「問い」を発す

ること。

　条件１は、もともと教師が高次的な思考をし

ていれば、自ずと高次的に生成ＡＩを活用する

し、それを日常的に目にする子どもたちも同様

の活用をするはずである。

　条件２は、「考える」という行為は、物事を

比較したり、分類したり、多面的に眺めたり、

多角的に捉えたりといったことの繰り返しであ

る。これは多分に技法的なものであり、勘と経

験のような曖昧な感覚ではなく、ツールを使っ

て鍛えることが出来る。「考える技法」を児童

に授けるためには、多種多様なシンキングツー

ルを使った「思考のトレーニング」を授業内で

行う必要がある。

　条件３は、シンキングツールを使って考える

技法を授ける際には、教師が適切な「問い」を

発することが非常に重要になる。教師からの「問

い」によって課題の解像度を上げることが出来

る。思考とは「絞られた問い」があって初めて

動き出すものであり、まだ考えることに慣れて

いない子どもには補助が必要であり、「絞られ

た問い」を教師から示す必要がある。その意味

でも、「正解のない問い」について考える高次

思考の素養が、やはり教師には欠かせないと言

える。

　そして、この「絞られた問い」こそが、生成

ＡＩにおける「プロンプト」である。

　以上のことから、生成ＡＩを活用するために、

一番大切なポイントは、プロンプト（指示文・

問い）であり、プロンプトの習熟が重要である

と考える。それは、生成ＡＩはどのように指示

をするのかによって、解答が異なるからである。

基本的には、より多くの語彙を駆使してプロン

プトを出す方が、より目的に合った解答を引き

出しやすくなるからである。どのようなプロン

プトで指示を出すとどんな解答が生成されるの

か、さらに精度を上げるためにはどのような工

夫が必要なのか、今後も検証しなければならな

い課題になるだろう。

　（今回の第４段階では、「あなたは、養しょく

業に従事している人です。魚や海を守り育てる

ために、どのように考えていますか？小学５年

生に分かりやすく説明してください」の、生成

ＡＩに対して役割や、具体的指示を与える等）

　つまり、より有益に生成ＡＩを活用するため

には、ユーザーがより広い教養を身に付けてい

る方が、より使いこなせるということである。

そのため、今後生成ＡＩが広く活用されるよう

になったとしても、子どもたちはしっかりと教

養を身に付けておくことが大切であることには

変わりないだろう。

　学びを変えることで、確実に教師の授業を観

る視点も変わってくるだろう。従来の「正解」

や「成果」を求める見方から、学習者の学び方

や、その過程（プロセス）を探る見方も重要視

するということも必要な視点なのではないだろ

うか。従来では考えられなかった方法で、子ど

もたち同士の協働的な学びを実践し、個別に振

り返り活動を実践することによって、子どもた

ちは学びをより深めることが可能となるのでは

ないだろうか。

60
二階堂年惠／西本聖史／川上秀和



　東京学芸大学小金井小学校の鈴木氏によれ

ば、何が望ましいかということを教師が決める

時代は終わっていて、子どもたちが自分にとっ

て生成ＡＩはこうやって使うのが一番いいんだ

というふうに考える時代に入っている。たくさ

んの経験をさせることは大事で、その結果どう

いうふうに生成ＡＩを使うのが自分にとって一

番いいのか、それを決めるのは教師ではなくて、

子どもの方なんだと。逆に教師の方は、子ども

がそこで自分にとってどういうのがいいのかと

いうのを正しく判断できるように導いていくの

が教師の仕事である。生成ＡＩを使う前に、自

分はこの授業で何を実現したいのかというのを

吟味することは欠かせない。そこに生成ＡＩが

役立つなら活用しようということをまずは考え

た方が良いこと 8）を述べている。

　本稿では、授業開発にとどまったが、今後は

開発した授業を実践し、子どもたちの感想や授

業の検証を進め、生成ＡＩの更なる活用につい

て考察を深めていきたいと考える。

　

７．おわりに

　サイバー空間とフィジカル空間を高度に融

合させたシステムにより、経済発展と社会的

課題の解決を両立する人間中心の社会として

Society5.0 が提唱され、その概念を具体化し、

現実のものとするために、令和３年に閣議決定

された第６期科学技術・イノベーション基本計

画において、わが国が目ざすべき未来社会像を、

「持続可能性と強靭性を備え、国民の安全と安

心を確保するとともに、一人ひとりが多様な幸

せ（well-being：身体的・精神的・社会的にも

良好な状態）を実現できる社会」と示された。

すなわち、人々がお互いの良さを認め合いなが

ら、より良い生き方を自分たち一人ひとりが探

究し、実現できる社会に本格的に入ったという

ことであると考える。

　そこで、学校教育現場においても、時には生

成ＡＩの考えも取り入れながら、協働的な学び

合いを構築し、一人ひとりが新たな価値観を創

造していくことが可能となってくるのではない

だろうかと考える 9）。

　すなわち、「未来の授業をいかに作り上げて

いくのか」という問いがここで見い出すことが

出来るが、このサイバー空間とフィジカル空間

の中で、協働的に学び合い探究する未来志向の

新たな授業を創り出していくことが、現代教育

におけるこれからの大きな課題の一つとなって

いくのではないだろうか。
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Developing Elementary School Social Studies Lessons Utilizing Generative AI

Toshie Nikaido
Kiyoshi Nishimoto

Hidekazu Kawakami

　This paper explores the integration of generative artificial intelligence (AI) into 
elementary school social studies lessons, specifically, how students can engage with and 
utilize generative AI appropriately by addressing its relationship with information literacy, 
its advantages and disadvantages, privacy considerations, and ways of increasing the depth 
of classroom discussions while introducing new perspectives. The study focuses on methods 
to ensure that children accept and effectively use generative AI in their learning processes. 
This lesson utilized ChatGPT, developed by OpenAI. The teacher operated ChatGPT on 
a single computer and shared the AI-generated responses with the students. During the 
fourth lesson stage (the fifth and sixth class sessions), students revisited a prior unit on 
the fishing industry. They summarized their thoughts on the future of Japan’s fisheries, 
proposing solutions such as increasing the number of people working in the fishing industry 
and advancing mechanization. The teacher inputted these student-generated ideas into 
ChatGPT and posed questions to increase understanding and introduce new perspectives. 
The teacher then prompted the AI to simulate the students’ proposed solutions, presenting 
the outcomes and impacts of their ideas. This simulation allowed students to understand the 
real-world implications of their proposals. For instance, when students suggested measures 
like avoiding overfishing to protect and sustain marine life, the AI highlighted both positive 
outcomes—such as the promotion of sustainable fishing practices that secure the future of 
the industry—and negative consequences, including the risk of environmental degradation 
if individuals fail to adhere to regulations. These findings demonstrated that the lesson 
encourages students to engage in deeper dialogue with generative AI while refining 
and expanding their ideas. Through this approach, the study revealed that integrating 
generative AI into social studies lessons fosters critical thinking and enhances students’ 
ability to analyze complex issues. The lesson promoted a more nuanced understanding of 
sustainability and ethical decision-making by actively involving students in refining their 
ideas through AI-driven simulations. These outcomes underscore the potential of generative 
AI as a valuable tool for enriching elementary education.

Keywords:Generative AI, ChatGPT, Elementary School Social Studies, Lesson Development
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